
リモートワークタウン ムスブ宮若
プロジェクト

株式会社トライアルホールディングス
矢野 博幸



トライアルグループについて

1984年 IT企業として創業

現在は、流通小売業とリテールAI事業
の両輪で業務を展開

本社：福岡県福岡市

店舗数：265店舗
従業員数：約5,000人
（パートタイマー26,000人）



トライアルグループについて

リテールAI事業を強化

流通産業革命を起こす
にはAI開発拠点が必要



2019年着手 東京AICity 構想
国内外からAIエンジニアを集め
システム開発を加速させる拠点



2020年3月
コロナウイルス拡大

東京 AICity 構想

トライアルの
研修施設がある
宮若市様との

ご縁

計画変更



旧吉川小学校の再生
「ドリームプロジェクト」

旧 吉川小学校 校舎 旧 吉川小学校 体育館 老朽化した産直売場

AI開発センター 農家レストラン 魅力ある産直売場へ
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MUSUBU AI

多くの企業のAI技術者が
集うAI開発センター

MEDIA BASE

ファッションを始めとした
情報発信基地

TRIAL IoT Lab

AIデバイス開発拠点

廃校

旧 吉川小学校

旧 笠松小学校

旧 宮田西中学校

TRIAL AI開発拠点

課題
TRIAL：住居がない
宮若市 ：人口減

交流人口減
高齢化
買い物難民

まちづくり
ブランディング

AI拠点を宮若へ





虎の湯

MEDIA BASE

MUSUBU AI

グロッサリア
（農家レストラン）

TRIAL IoT Lab

古民家煉

颯香亭(オーベルジュ）

農業観光振興センター

若宮ゴルフクラブ

トライアル従業員寮 TRIAL脇田研修所

秘書室棟
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2020年
リモートワークタウンムスブ宮若 発表までの流れ

2月17日（月）吉川小学校利活用の件で訪問、市長様から農業観光振興センター再生のご提案
3月16日（月）ドリームPJ計画のプレゼン（AIセンター、レストラン、農業観光振興C）
5月 1日（金）TV会議にてPFIのコンセッション方式による共同事業の方向性確定
5月21日（木）宮若市議会の全員協議会後に「ドリームPJ」構想を説明
6月12日（木）他の廃校をご紹介頂き検討・まちづくり決定（宮田西中、笠松小、他）
7月17日（金）宮若市議会の全員協議会後に、まちづくり「リモートワークタウン構想」説明
8月31日（月）宮若市議会でまちづくりの「リモートワークタウン」ご承認
9月18日（金）宮若市×トライアル「リモートワークタウン ムスブ宮若」連携協定記者会見

時間軸のギャップを乗り越えることが課題

地元の声として
・変化を望まない
・時間をかけて協議が必要…様々な意見

行政と企業が連携して、地元や議会への丁寧な
説明を行い、スピード感をもって取り組む



まちづくり：
リモートワークタウンムスブ宮若のポイント

•点ではなく面での対応
廃校単体の利用ではなく、関連施設をセットにする

•従業員（エンジニア含む）が住みたいという環境づくり
住環境を整備して、将来的には学校、病院の充実へ

•人を呼び込む集客エンジン
美味しさ：農家レストランをはじめとする食事処の充実
楽しさ ：温泉付き宿泊旅館をオープン（リゾート事業）
驚き ：AIを駆使した日本で最先端の買い物体験が出来る場所

廃校の利活用

定住人口増

交流人口増



リモートワークタウン ムスブ宮若
日本のシリコンバレーを目指して


